
が
か
な
り
の
危
険
を
冒
し
て
戦
傷
者
を
診
療
し
、
爾
来
医
学
校
の
教

師
及
び
病
院
の
外
科
医
と
し
て
今
日
ま
で
働
い
た
の
だ
か
ら
も
つ
と

親
し
い
交
際
の
上
別
れ
る
な
ら
ば
・
・
彼
は
今
月
妬
日
の
米
船
で
帰

国
す
る
だ
ろ
う
」
と
不
満
を
洩
ら
す
。
鉦
年
ｎ
月
Ｗ
は
英
国
公
使
館

（
３
）

付
医
術
顧
問
日
８
月
巴
且
爵
曾
．
と
し
て
再
び
来
日
し
た
。
ｗ
の

日
本
に
対
す
る
永
い
友
情
を
感
ず
る
。（

：
は
引
用
文
中
の
省
略
を
示
す
）

注（
１
）
東
京
大
学
史
料
編
墓
所
に
よ
る

（
２
）
国
立
公
文
書
館
に
よ
る

（
３
）
国
立
外
交
史
料
館
に
よ
る

（
魚
藍
坂
病
院
）

牛
痘
種
痘
法
の
発
明
者
で
あ
る
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ジ
ェ
ン
ナ
ー

（
團
亀
鱒
己
汗
目
９
）
に
関
連
し
て
、
私
達
が
思
い
浮
べ
る
イ
メ
ー
ジ

は
、
ジ
ェ
ン
ナ
ー
が
、
幼
児
を
抱
え
こ
む
よ
う
に
し
て
、
種
痘
を
し

て
い
る
大
理
石
像
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
程
こ
の
像
の
写
真
や
版
画
は
、

内
外
の
多
く
の
出
版
物
に
載
せ
ら
れ
、
人
点
に
な
じ
み
の
深
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
私
は
、
一
九
七
九
年
の
本
学
会
総
会
に
お
い
て
、

ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
史
実
と
と
も
に
、
私
の
接
し
た
い
く
つ
か
の
ジ
ェ
ン

ナ
ー
像
の
紹
介
を
し
た
。
然
し
奇
妙
な
こ
と
に
、
人
為
に
最
も
な
じ

み
の
深
い
こ
の
大
理
石
像
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
接
し
た
方
は
も
と

よ
り
、
長
年
に
わ
た
っ
て
こ
の
所
在
に
つ
い
て
も
正
確
に
教
え
て
戴

け
る
内
外
人
に
お
目
に
か
か
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
私
が
最
初

に
見
出
し
た
こ
の
像
の
所
在
を
記
載
し
た
文
献
は
、
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の

種
痘
法
発
明
百
年
を
記
念
し
て
発
行
さ
れ
た
《
《
弓
庸
犀
旨
号
巨
の
島
，

冨
目
尉
蔚
ａ
の
作
画
号
畠
ａ
］
ｇ
ご
閏

の
大
理
石
像

加
藤
四
郎
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、
堅
』
○
臣
自
己
叩
』
①
ロ
自
国
○
①
貝
①
自
画
ご
ｚ
日
昌
冨
が
Ｆ
Ｏ
ｐ
Ｑ
ｏ
目
〕
冨
旦

圏
》
扁
呂
．
》
》
で
あ
る
が
、
胃
旦
○
習
①
に
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ロ
ン
ド
ン
の
弓
胃
乏
些
８
日
①
国
邑
呂
凋
は
、
上
述
の
大
理
石
像

と
全
く
同
型
の
青
銅
像
を
蔵
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、

一
九
七
一
年
同
館
を
訪
れ
て
青
銅
像
に
接
し
、
次
の
よ
う
な
説
明
文

の
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

《
《
国
己
ミ
シ
詞
己
』
国
ｚ
ｚ
国
嗣
ぐ
シ
○
○
閏
ｚ
シ
司
胃
ｚ
の
シ
⑦
吊
自
Ｆ
Ｃ

ｇ
昌
○
昌
○
員
。
ぐ
①
ａ
①
（
畠
麗
ｌ
届
弓
）
弓
胃
○
国
唱
口
昌
胃
Ｏ
ｐ
Ｎ
⑦

坤
○
昌
冒
乏
巨
ｏ
彦
乏
農
Ｃ
Ｏ
豆
①
Ｑ
号
①
日
創
門
匡
①
、
日
日
①
②
〆
匡
豆
月
旦
画
《

ぐ
⑦
巳
８
（
届
認
）
色
目
・
田
口
易
（
届
囹
）
目
〕
〔
ご
５
乏
旨
夢
①
田
四
宮
§
○

国
凹
冒
８
①
⑦
富
○
四
．
）
．

本
学
会
員
藤
野
恒
三
郎
博
士
は
、
團
毎
間
。
国
騨
昌
８
の
館
長
に
問

い
合
わ
さ
れ
、
こ
の
大
理
石
像
が
、
確
か
に
、
同
館
の
所
蔵
物
で
あ

る
こ
と
と
と
も
に
、
非
公
開
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
返
事
を
得
ら
れ

た
。
私
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
嶬
田
功
博
士
を
介
し
て
同
館
と
交
渉
し
、
昨

年
（
一
九
八
一
年
）
八
月
三
日
、
生
田
和
良
博
士
と
と
も
に
、
同
館
を

訪
れ
、
こ
の
像
に
接
し
て
写
真
撮
影
を
す
る
と
と
も
に
こ
の
像
に
関

す
る
い
く
つ
か
の
資
料
を
入
手
し
た
。
今
回
明
ら
か
に
さ
れ
た
内
容

は
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
、
こ
の
像
は
、
現
在
イ
タ
リ
ア
の
①
ｇ
ｏ
く
画

市
に
あ
る
醇
厨
Ｎ
Ｎ
Ｃ
国
騨
国
８
と
い
う
名
の
同
市
所
轄
の
美
術
館

（
く
厨
の
昌
冨
巨
巨
》
ｏ
ｇ
ｏ
ぐ
画
〉
弓
巴
．
思
届
ｇ
）
の
展
示
室
に
あ
る
。

こ
の
展
示
室
は
、
通
常
閉
鎖
さ
れ
て
お
り
、
訪
問
者
に
公
開
さ
れ
て

い
な
い
。
特
に
希
望
す
る
者
に
は
、
予
め
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
見

せ
る
こ
と
が
あ
る
。
二
、
そ
の
際
写
真
撮
影
を
希
望
す
る
者
は
、

《
肖
名
の
茸
Ｏ
３
８
Ｑ
農
①
国
些
①
鈩
昌
）
ぐ
置
○
胃
号
己
豊
屍
〕
の
①
昌
○
ぐ
四
）

月
旦
．
毘
思
と
》
》
に
予
め
許
可
を
申
請
す
る
必
要
が
あ
る
。
三
、
像

の
台
座
に
は
ふ
《
６
．
巨
○
ｚ
月
固
く
固
閃
日
嗣
○
昌
少
扇
認
》
》
と
刻

ま
れ
て
い
る
。
四
、
像
の
台
座
に
置
か
れ
て
い
る
カ
ー
ド
に
は

震
嵜
昌
］
昌
冒
。
。
巨
富
堂
ぐ
色
ｇ
旨
○
旦
持
旨
同
国
圏
田
〕
と
記
さ
れ
て

い
る
。
五
、
同
館
蔵
の
台
帳
の
よ
う
な
カ
ー
ド
に
は
、
《
《
胃
鴨
８

口
ロ
。
胃
鵠
騨
昌
①
巴
胃
３
１
房
旨
》
》
な
る
記
載
が
あ
る
。
六
、
館
員

の
説
明
に
よ
る
と
、
彫
刻
家
風
呂
ｏ
旨
。
日
。
ぐ
①
ａ
①
（
一
八
三
七
ｉ

一
九
一
七
）
に
よ
り
、
こ
の
像
の
縮
少
型
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
、

石
膏
像
と
し
て
作
ら
れ
、
ウ
ィ
ー
ン
の
万
国
博
覧
会
に
展
示
さ
れ
て

好
評
を
博
し
た
。
当
時
の
思
昏
国
園
。
国
画
昌
８
は
、
Ｑ
鯉
罠
の
国
公
で
あ

る
呼
揖
目
○
斤
留
庁
一
族
の
所
有
で
あ
っ
た
が
、
主
人
公
が
、
そ
の

像
を
見
て
、
新
た
に
、
大
理
石
像
と
し
て
製
作
を
依
頼
し
た
。
一
八

七
八
年
に
、
こ
の
像
は
、
完
成
し
、
パ
リ
の
万
国
博
覧
会
に
展
示
さ
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れ
た
。
副
毎
Ｎ
国
○
国
目
８
は
、
そ
の
後
そ
の
蔵
品
と
と
も
に
、

①
騨
罠
。
愚
公
夫
人
で
あ
る
巨
騨
§
犀
侭
目
○
斤
留
庁
の
遺
志
に
よ

り
、
の
ｇ
ｏ
ぐ
凹
市
に
奇
贈
さ
れ
、
一
八
九
二
年
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
ア
メ

リ
カ
大
陸
発
見
四
百
年
祭
に
こ
の
館
で
美
術
展
が
開
か
れ
た
が
、
以

後
こ
の
館
は
、
一
般
に
公
開
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

以
上
こ
の
像
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
報
告
す
る
と
と
も

に
、
こ
の
像
に
関
し
て
、
目
胃
乏
の
岸
。
日
①
国
巳
匡
侭
に
あ
る
青
銅

像
の
説
明
文
を
始
め
、
い
く
つ
か
の
文
献
に
、
矛
盾
す
る
記
述
の
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
、
新
た
な
事
実
を
示
し
た
。

な
お
本
像
は
、
極
め
て
写
実
的
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
ジ
ェ
ン
ナ

ー
の
鋭
い
眼
差
し
と
、
幼
児
の
あ
ど
け
な
い
表
情
が
、
美
事
な
対
比

を
な
し
て
、
見
る
も
の
に
深
い
感
動
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
大
阪
大
学
微
生
物
病
研
究
所
）

わ
が
国
で
、
諺
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
「
医
は
仁
術
」
な
る
語

句
の
原
典
は
、
中
国
の
も
の
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
宋

代
に
張
杲
の
著
わ
し
た
『
医
説
』
が
、
明
代
に
お
い
て
出
版
さ
れ
る

際
に
康
砺
彬
の
書
い
た
序
文
の
中
に
存
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

蓋
医
仁
術
、
而
安
老
保
幼
防
己
、
済
人
之
道
備
焉
。
さ
ら
に
、
そ

の
倫
理
的
な
面
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
が
、
同
じ
く
明
代
に
著
わ
さ

れ
た
徐
春
甫
の
「
医
本
仁
術
」
（
『
古
今
医
統
大
全
』
巻
三
）
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

医
以
活
人
為
心
、
故
日
医
仁
術
。
有
疾
而
求
療
、
不
茜
求
救
焚
溺

於
水
火
也
。
医
当
仁
慈
之
術
…
…
、
従
事
者
可
不
蕊
哉
罐
潅

こ
れ
に
よ
る
と
、
徐
春
甫
の
「
医
本
仁
術
」
の
論
述
は
陸
宣
公
の

論
に
因
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

中
国
に
お
け
る
「
医
は
仁
術
」

の
起
源

山
本
徳
子

（63）205


